
    
 

令和 4年度（2022-2023） 4月度 商工会常任委員会 議事録 

         日   時： 令和 5（2023年） 4月 26日（水） 13：00  

   会   場： United Way of Greater Houston CRC 

   出 席 者： 37名（うち名誉会長、名誉会員、常任委員 30名、代理正会員 4名、 

   事務局長） 

    欠 席 者： 83名（うち会長委任 48名、代理委任 4名、無回答 31名） 

                        司   会：  東 遼佑 幹事 

 

        

１．商工会会長連絡 （早坂 晃 会長）           

①5月3日に FOMC（The Federal Open Market Committee; 連邦公開市場委員会）が開催されるが、そこでの金融政策の決定

に注目が集まっている。複数の銀行破綻をきっかけとした与信環境のタイト化が見込まれる中、インフレ率が従来想定よりも速

いペースで低下することを予想する報道もある一方、4月に発表された雇用統計やコアCPIなどのインフレ関連指標では、多

少の伸び率鈍化はあるものの、未だに底堅い数値となっている。また、3月開催の FOMC でも結果としては 0.25％の利上げ

となったが、金利据え置きや 0.5％の利上げの可能性も検討されるなど、参加者間で見解が分かれており、金融政策の見通し

はやや不透明になっているとの見方がなされている。向こう 12ヶ月間おけるリセッション（景気後退）の確率は 50％超とのエコ

ノミストへの最新の調査結果もあり、ハードランディングの見方も強まっている。今後の経済・金融政策の動向に留意が必要な

状況である。 

 

②米国政治では、今月 4 日にトランプ前大統領が、不倫関係にあった女性に支払った「口止め料」を隠蔽するために業務記

録を改ざんしたと起訴された容疑に関し、罪状認否を行うために裁判所に出頭した。この見通しは依然として不透明で、初公

判は 2024 年春になる可能性もある。トランプ氏はこれに加えて、機密文書の持ち出しや、連邦議会襲撃を扇動したといった

他の容疑でも今後起訴される可能性があると言われているが、引き続き次期大統領選での共和党の最有力候補であるという

非常にいびつな状況である。一方、昨日にはバイデン大統領が 2024 年に大統領選への出馬を正式表明した。米国内での

民主党・共和党とその支持者の二極化・分断はかつてないレベルになっていると言われており、大統領選の行方がどうであ

れ、政策の行方を含め予測が困難な不安定な状況が続く可能性が高く、日本企業としても注視を続ける必要がある。 

 

③スポーツでは、全米が注目するNFLのドラフトが明日 4月 27日から 3日間かけてカンザスシティで開催される。日本の野

球のドラフトと違い抽選などは無く、基本的には前年度の成績下位チームから順番に大学卒業予定の選手を選ぶというもの

だが、ドラフト順位と選手を抱き合わせたトレードなども頻繁に行われるところがいかにもアメリカらしいところだ。我らがヒュー

ストン・テキサンズは 1巡目2位と 12位という上位指名権を有しており、ここ数年低迷が続くテキサンズにとっては今後の命運

を握るとても重要なドラフトとなるだろう。直近の課題である司令塔QBを上位指名することが濃厚とみられているが、果たして

どのような結果となるか、大変注目している。 

 

 

２．総領事館連絡 （村林弘文 総領事、齋藤 厚 領事） 

①スーダンからの在留邦人の退避が注目されているが、数年前にイエメンからの退避を経験した当時のことを思い起こして

いる。ヒューストンではこのような退避を行う事態になることは想定されないが、ハリケーンや大寒波等の非常時に自宅に籠城

せざるを得ない場合に備え、食料・飲料・生活必需品などを各自で備蓄していただきたい。また、在留届は在留邦人調査の統

計上必要であるだけではなく安否確認をするためにも重要なので、ぜひご登録いただきたい。手続きはオンラインで可能と

なっており、メールアドレスや携帯電話を登録することで緊急時の連絡にも使えるので、ご協力をお願い申し上げる。 
 

②5月8日を以て日本の水際対策措置は終了となり、これまで日本へ入国する際に義務付けられていた「3回以上のワクチン



接種証明書」等の提示は撤廃される。他方、日本からアメリカへ入国する際に、アメリカの永住権や国籍を保持していない方

は、2回以上のワクチン接種の証明を提示するなど引き続き措置が残っているので、ご注意いただきたい。 

③先日外務省に提出した令和 4 年度の進出日系企業動向調査の統計結果によると、当館の管轄州となるテキサスとオクラホ

マの企業数は 453社となり、令和 3年度の 471社に比べて 18社減少している。減少した企業のうち 14社はダラス地域にあ

る企業で、2017 年の Toyota 進出に伴い大挙して進出してきた保険、教育、弁護士やサービス関連企業等が、コロナ禍により

淘汰され撤退したことがその主な要因になっている。この結果を州内 6 都市にある日本会/企業会/商工会の会員企業数をベ

ースに地域別にみると、ダラス 135社、ヒューストン 115社、サンアントニオ 20社、オースティン 29社、エルパソ 12社、マッカ

レン 15社となっている。尚、日本人会/商工会に所属していない企業も含めると、ヒューストン 163社、ダラスは 159社となって

おり、ヒューストンの方が多い。 

 

 

３．幹事報告（東 遼佑 幹事） 

①役員2名の交代について 【承認事項】 

栗本一哉副会長兼スポーツ委員長と酒井一宏幹事の帰任に伴い、定款に基づいてそれぞれの役職に後任者の犬

飼 朗氏（Tokyo Gas America Ltd.）、東 遼佑氏（Mizuho Bank, Ltd.）が就任することが理事委員の過半数の賛成を

以て承認され、本会議にて当該決議について追認された。 
 

②特命理事の交代について 

他団体対応・日本庭園担当の名川 譲 特命理事 （All Nippon Airways Co., Ltd.）の帰任にともない、後任の杉本定省氏

（同社）が定款に則り会長の任命を受け、新特命理事として 4月に就任することとなった。 

 

③常設委員長の交代について 

鈴木 一 文化委員長（Kuraray America, Inc.）の帰任にともない、川原孝春氏（同社）が定款に則り会長の任命を受け、

新文化委員長として 4月に就任することとなった。 

  

 

４．ジャパンフェスティバル関連報告 （横田由紀子 正会員； 赤間 悟 特命理事代理） 

①Japan Festivalとキッズ縁日について 

今年 30周年を迎える Japan Festival Houston （主催： Japanese Festival of Houston, Inc.）は、例年 4月～5月の週末2日間、ヒ

ューストン中心部に近いハーマンパークの日本庭園に隣接するスペースで開催されており、ヒューストンの多様性を象徴する

イベントとして、近年は約 3万人が参加している。今年は 4年ぶりに、5月 6日（土）、5月 7日（日）10時~18時に開催される

ので、ぜひご参加いただきたい。商工会は例年「キッズ縁日」の運営にボランティア（今年は 171 名）を派遣し、ヨーヨー釣り、

金魚すくいなどを出展し、売り上げから経費を差し引いた利益（例年$5,000程度）を主催団体に寄付する。尚、当会からは、別

途、ハーマンパーク日本庭園維持管理を目的とした寄付（$6,000）も行っている。 

 

②日本文化の紹介を目的としたアーティストの招聘について 

今年のフェスティバルのテーマ「民」に沿うことを目的に、日本文化を感じられる演奏グループである「民謡クルセイダーズ」を

日米協会と協力して招聘するので、両日 17 時からの演奏をぜひご覧いただきたい。招聘費用は総領事館を通して外務省の

グラスルーツの助成金約 3 万ドルを申請し、当会が費用を一旦立て替えるが、商工会の費用負担はない。尚、助成金を申請

するにあたり、同フェスティバルにてヒューストン地域の日本企業が地元経済に大きく貢献していることをアピールする必要が

あることから、商工会として会場に「日本企業PRブース」を設置することとなった。今回は開催直前の対応となったことから、他

団体対応・日本庭園担当の特命理事、JBAH 事務局と打ち合わせを行い、コンシューマ商品（サービス）を扱っている会員 4

社（ダイキン、ANA、Iwatani、Kintetsu）に個別にお声がけをし、4シフトに分かれて展示にご協力いただくこととなった。 

 

 

５．他団体対応・日本庭園関連報告 （杉本 定省 特命理事） 

①日本庭園  

4月8日（土）に、4年ぶりに開催されるジャパンフェスティバルに向けて日本庭園の清掃作業が実施され、商工会、日本人会、

日米協会会員の日本コミュニティはじめ、地元の学生たちのボランティア約50名が参加した。詳細については、ガルフストリー

ム5月号に記事が掲載されるので、ご一読いただきたい。次回の清掃は秋に予定しているので、ぜひご参加いただきたい。 



②ジャパンフェスティバル 

5月6日（土）と 7日（日）の両日、ハーマンパークにて同フェスティバルを開催するにあたり、日米協会からの報告によると、現

在、全体で約 10万ドルの寄付金が集まっている。商工会所属企業からも多くの協賛金やボランティアによるご支援を頂き、御

礼申し上げる。会場には約 100 のテントが設置され、54 のパーフォーマンスが行われることになっており、地元のテレビ局 2

局（KPRC, KHOU）でも報道されることになっている。当日は皆様もぜひ足を運び、ご参加いただきたい。 

 

 

６．委員会・部会関連事項 

①企画・調査委員会 （桜内 政大 企画・調査委員長） 

＊本日の定例講演会の開催案内 

本日、常任委員会後に同会場にて 14 時より定例講演会を開催するので、引き続きぜひご参加いただきたい。講師には、

Ralph Inforzato氏（ジェトロシカゴ特別顧問/ジェトロシカゴ前所長〉をお迎えし、38年にわたる日米ビジネス交流支援に従事し

てきた立場から、「米国各州、自治体、産業界、コミュニティのリーダーとの効果的なコミュニケーション、関係深化のコツ―進

出日系企業のグラスルーツ活動が日米経済関係に与える重要性―」という演題でお話しいただく。 
 

＊今後の講演会の予定について 

8 月 16 日（水）の夕刻に三水会センターを会場とし、交流会を兼ねたビジネスセミナーを企画中である。講師には、

準会員の Olivier van Beneden (Japan Consulting Office)をお迎えし、現地従業員と駐在員とのコミュニケーション、関

係性を深める方法等に関するテーマでご講演いただく予定である。詳細は後日、事務局よりご案内を配信するので、

ぜひご参加いただきたい。 
 

②文化委員会 （川原孝春 文化委員長）  

＊2023年ピクニック開催結果報告  

4月2日（日）に 4年ぶりに日本商工会・日本人会共催のピクニックをOil Ranchにて開催した。当日は天候にも恵まれ約1,000

名が参加、大盛況となった。開会式では村林総領事にご挨拶いただき、幹事団で企画したサックレースやヨーヨー釣りに加え、

会場が提供するアトラクションや BBQランチを皆様にお楽しみいただいた。閉会式では、商工会早坂会長、日本人会武智会

長のご挨拶、サックレースの表彰式につづき、メインイベントのラッフル抽選会を行い、日本往復航空券 2 枚を含む多数の豪

華賞品が用意され、会場は参加者の興奮と熱気で溢れていた。尚、商工会負担費用は予算$7,000 に対し実績$6,513、と予算

内に収めることができた。商工会幹事チーム日本人会の皆様、準備、運営をお手伝い下さったボランティアの皆様、そして協

賛金、 ラッフル抽選の賞品をご提供いただいた企業、団体の皆様など、多くの方々から多大なるご協力を賜り、厚く御礼申し

上げる。次年度の開催に向け、ご意見等ある場合はご連絡いただきたい。 
 

③スポーツ委員会  

＊2023年ソフトボール大会 開催結果報告（犬飼 朗 副会長兼スポーツ委員長）  

4月23日（日）、Shadow Creek Ranchにてソフトボール大会を開催した。今年は、21チームが参加し、家族も含め総勢500名

以上の参加者となった。当日は 9時半頃から雨が降りだし、14時頃のピークを経て 16時頃には雨が止み、例年より寒かった

ため熱中症になる選手もなかった。総領事ご夫妻には決勝戦をご覧いただき、表彰式でトロフィーの授与をしていただいた。

試合の結果は、優勝は住友ダッシュ、準優勝は Izakaya WA、第 3位は Comets、第 4位は Stormsとなった。企画・運営

でご協力いただいたボランティアの皆様に御礼申し上げる。 

 

＊第 574回テキサス会ゴルフ「総領事杯」 開催案内（藍谷早苗 運輸・サービス・金融・貿易部会長） 

5月21日（日）、Oakhurst Golf Clubにて開催するにあたり会場の芝の状態が懸念されていたが、現在良好であることを確認し

ている。また、開催案内を 4月 6日に事務局を通して配信し、4月 25日時点でのお申込みは 33名となっている。また、賞品

は、13社よりご提供いただいている。お申込み締め切りは 5月 5日となっており、80名の参加者を見込んで準備を進めてい

るので、ぜひご参加いただきたい。 

 
 

７．事務局関連事項  （小林浩子 事務局長） 

＊会員消息 （HP「会員専用ページ」参照） 

本日現在の会員数は、 名誉会員数 10名、正個人会員数 7名、（正団体会員数 113社）、準会員数 48名 で、 総会員数

は 850名となった。3月末付で退会した正団体会員企業は、Metton America Inc.とMitsubishi Chemical America, Inc.となっ



ている。 

 

                                                                            以上。 


